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従来 3 つの説があった御器廠の成立時期については、洪武 35（1402）年に成立したと結
論づけている。 



























 第４部は、18 世紀半ば以降における景徳鎮官窯衰退の画期と要因を検討し、官窯が 1907
年に設立された江西瓷業公司という民営会社に統合される経緯を考察している。 
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